
平成23年度　離島の活力再生支援事業

１５０人の島から創造する日本の未来
仕様書
１．事業目的
　本事業では、昨年度の事業を通じて島民と共に構想した口永良部島の未来予想図と行動計画に基づき、特に島民の要望が強い定住者の受け入れ体制の構築に重点を置いた活動を通じて、口永良部島のみならず、日本の将来を担う実践的な能力を有する人材を育成することを目的とする。　
２．事業の内容
　本事業では、島民が心から望む定住者を確保するための人材育成の基盤を構築するため、①口永良部島定住推進協議会（仮称）を設立し、都市部の企業や団体及び大学等との連携により、「ひょうたんじま研修プログラム（仮称）」を通年で企画して、鹿児島や福岡及び東京等の都市部での②離島人材育成研修（仮称）を実施したうえで、その研修を修了した研修生は中長期の口永良部島での合宿である③ひょうたんじまワークキャンプ（仮称）に参加し、研修プログラムの関係者や支援者等を交えた公開型の会議としての④ひょうたんじまサミット（仮称）を開催する。

　具体的には、以下のとおり。

（１）口永良部島定住推進協議会（仮称）の設立

口永良部島島民と都市部の企業や団体及び大学等により、定住希望者の受け入れ体制を構築する。

　①　協議会の組織化：役員選出や規則作成などの基本方針を決定する。

　②　研修プログラムの検討：島民と外部の有識者により研修内容を検討する。

　③　研修生の募集：都市部の企業や団体及び大学等との連携を図る。

（２）離島人材育成研修（仮称）の運営

鹿児島や福岡及び東京などの都市部を中心として、離島に移住を希望する者に対する研修を行う。

　①　研修生の選抜：協議会の審査を通じて離島の将来を担う人材を選抜する。

　②　事前研修の実施：週末や連休及び長期休暇などを利用した短期集中型の研修を行う。

　③　研修報告会の開催：島民と研修生及び関係者の他、第三者を交えた報告会を開催する。

（３）ひょうたんじまワークキャンプ（仮称）の実施

研修を終了した研修生と島民との調整を図り、中長期の口永良部島での合宿を行う。

　①　船上会議の実施：東京を基点に口永良部島までの船上にて会議を行う。

　②　実践研修の開催：周辺離島や先進的な地域での実践的な研修を行う。

　③　離島合宿の実施：共同生活、協働作業、地域活動、自主企画などの研修を行う。

（４）ひょうたんじまサミット（仮称）の開催

研修プログラムの関係者による成果の報告を行い、支援者等による公開型の会議を行う。

　①　研修成果の報告：協議会の構成員や研修生等が中心となり研修の成果と課題を発表する。

　②　次年度計画の提案：研修プログラムで作成した未来予想図と行動計画を関係者で協議する。

　③　公開型会議の開催：研修プログラムの支援者などを招いて次年度計画を公表する。
（５）報告書作成

　上記事業の実施状況及び結果を、報告書として取りまとめる。

成果物は次のとおりとする。

・報告書：5部

仕様：全体でA4判、100ページ程度、ワープロ印刷、ホチキス留め

・原稿（電子データを含む）　　一式（CD-ROMで提出）

・提出期限　平成24年3月5日（月）

なお、成果物一式の著作権は、国土交通省に帰属するものとする。

（５）事業報告会への出席

　国土交通省が平成24年2月に開催する事業報告会に出席し、事業の成果等について報告を行う。

３．業務実施方法
　実施にあたっては、発注者である国土交通省と緊密な連携をとって進めるものとする。また、国土交通省が行うモニタリング調査及びフォローアップ調査について協力することとする。

